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２）工業用水 

〇工業用水は、新規需要が無いばかりか、需要は減少している。工業用水に利用していた

水が余ってくる。 

【注】131 千㎥/s (2003 年)→120 千㎥/s（2010 年）→153 千㎥/s（2015 年目標）  

 

 

３）農業用水 

〇農業用水について、耕作面積は、畑作が中心だが、微減。 

※耕作面積 愛知県統計年鑑（東海農林水産年報：東三河）のデータだが愛知県と数字が異なる。 

 田（ha） 8,194ha（2005 年）→7.726ha（2010 年）→ 7,590ha（2012 年） 

 畑（ha） 15.316ha（2,005 年）→15.178ha（2010 年）→14.900ha（2012 年） 
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〇新規利水には費用がかかる。法律では施設にかかる負担の 10 分の 1 を受益者が支払うこ

とになっている。農家が負担が増えてまで新規利水を求めているか不明である。 

 

（３）渇水対策としての総合的な利水調整 

〇渇水即被害ではない。「渇水」への対策は、総合的な利水調整をも考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



48 

 

≪蔵治光一郎氏解説：「愛知県東海農政局と富樫氏の見解の何が異なっているか

の解説」≫ 

※東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所長・准教授  

 

（１）前提としての、「渇水」と「水不足」との違い 

〇渇水は自然現象で、昔からあったこと。「水不足」は、人間の水需要が一定量あって、そ

れが不足していること。被害の防止は、水需要の調節か水供給力の増加であり、費用効

果的な方法が選択される。 

 

 

 

（２）愛知県の水需要予測は、実績からすると過大であることは事実。 

 

 

 


